2015年1月3日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第13章1～10節
・勉強：第4章24、25、26、27、28節
　バガヴァッド・ギーター第4章の関連で、ヤッギャーについて説明しています。
前回の講話をもう一度まとめると、

・儀式、火を使うホーマ
・ヤッギャーの目的(通常の方法では実現困難な世俗的欲望を満足させるために神を喜ばせる)
・どんな神に捧げるか(インドラ、アグニ、ヴィシュヌ、ルッドラetc.)
・幽霊に捧げるヤッギャー
・先祖に捧げるヤッギャー
・ヤッギャーの期間
・プロの祭祀者(礼拝者)に依頼して、家住者である施主のために儀式を執行してもらう
・火の起こし方
・火の種類
・神を呼ぶマントラ
・供物の種類(大麦、精製バター、牛乳とヨーグルト、ソーマのジュース、酒、肉etc.)

・柄杓
・火を使う理由(火は供え物を神のもとへ運ぶ)

・儀式で唱えるマントラは言葉、発音ともに完璧でなければならない

・寄付とお布施(金、銀、牝牛などの動物、衣服、土地etc.)
について説明しました。
ヤッギャーを構成している重要な要素として、

施主             :ヤッギャー・カルター(Yajna-Karta)

儀式             :ヤッギャー・クリヤー(Yajna-Kriya)

儀式の目的       :ヤッギャー・サンカルパ(Yajna-Sankalpa)

儀式を捧げる神   :ヤッギャー・デーヴァター(Yajna-Devata)

の4つがあります。

ヤッギャー・カルター(施主)はプロの祭祀者に依頼して儀式を実際に執行してもらいます。
マントラを唱える、供え物をする、柄杓を使う、祭壇を作る、などの行為はすべてヤッギャー・クリヤー(儀式)です。

ヤッギャー・サンカルパ(儀式の目的)は、一般的には金銭、名声、戦いでの勝利、子供、配偶者、などを得ることですが、これに対して僧院で僧侶が執行する儀式は、これら通常の世俗的欲望を叶えるためではなく、知識、神に対する愛、識別、悟りを目的としています。

いずれにしてもヤッギャーで唱えるマントラは、その儀式が何の目的で行われるのかをはっきり表明していなければなりません。

ヤッギャー・デーヴァターはその儀式がどの神を対象にしているか、供え物は誰に捧げられているのかを意味します。
寄付はヤッギャー・クリヤーのうちに含まれますが、ヤッギャー・ダクシナー(Yajna-Dakshina)と表現することもあります。

前回、ヴェーダ聖典は儀式について書かれたカルマ・カンダ(Karma-Kanda)と、哲学について書かれたギャーナ・カンダ(Jnana-Kanda)の二つの部分から構成されていると説明しました。

一般的には世俗的な欲望を満足させるために行うのがヤッギャーですが、悟り、束縛からの解放、解脱のためにヤッギャーを行う人もいます。
同じヤッギャーでも、目的が違えば結果も違います。

自分の本性や神を悟りたい、真理を知りたい、という目的で儀式を行っても束縛は生じません。
悟りのためには儀式はやめたほうがよいという考え方もがありますが、これは間違いです。
真理を求める人が儀式を行っても問題ありません。

何の目的でヤッギャーを行うかが問題です。

ひとつの例として、お金を稼ぐことについて考えてみます。

非道徳的な方法でお金を稼ぐことは論外ですが、道徳的な方法で得られたお金だとしても、問題はそれをどのように使うかです。

自分や家族のためだけにお金を使うのは世俗的な態度であり、困った人達のため、神のため、自分とは関係のない人達のためにお金を使うなら、霊的なお金の使い方と言えます。
もうひとつ食事を例に挙げます。

毎日の食事を普通の人は霊的な行為とは考えません。
一般の人にとって霊的な行為とは、瞑想、祈り、礼拝、聖典を勉強する、師に就いて聖典を学ぶ、などのことです。
しかし毎日の食事も、やり方次第では霊的になる可能性があります。
第4章24節を見てください。
我々はインドの僧院では、食事の前には必ずこのマントラを唱えます。
ブラフマールパナン　ブラフマ　ハヴィル　ブラフマーグナウ　ブラフマナー　フタム／ブラフマイヴァ　テーナ　ガンタッヴィヤン　ブラフマ・カルマ・サマーディナー

供養者としての大実在(ブラフマン)が、供物としてのブラフマンを、火としてのブラフマンの中に注ぎいれる。こうした意識をもって供養する人は、必ずやブラフマンと一体となる。
このマントラを食事の前に唱えるのは、ただ単に儀式の伝統に従っているからではありません。
ヤッギャーで使う柄杓(ブラフマールパナン)は、手、箸、スプーンなど食べ物を口に運ぶときに使う道具を象徴しています。
供物(ブラフマ ハヴィル) は食べ物、飲み物を表します。
ヤッギャーで供物を火(ブラフマーグナウ)に捧げるように、食事は食べ物を自分の胃袋に入れる行為ではなく、供物としてお腹の中にある神性な火に捧げる儀式であると考えます。
食事をする人は実は食べているのではなく、儀式を行っているのです。

食事をしながら絶えずブラフマンについて集中して考え、つながった状態(ブラフマ・カルマ・サマーディナー)でいるなら、ブラフマンを悟ることができます。
このように考えて毎日食事をすれば、それは単なる食事ではなく霊的な実践になります。

連日パーティーに出席して、何の考えもなくただ酒や肉を御馳走になるだけなら、それは世俗的な生き方です。

パーティーに参加する目的はヤッギャーだと考えるならそれはそれで結構ですが、そこまで理解できている人なら、もうパーティーに行く気がなくなっているかもしれません。
前回お話しした12種類のヤッギャーについてこれから説明していきますが、最も身近なたとえとして食事についてお話ししました。
皆さんはいつも「瞑想の時間がない」と不満を言いますが、このような態度で取り組めば、食事などの日常的な行為も霊的な実践になります。

毎日の仕事においても、あなたの手、コンピュータ、コンピュータを使って行った仕事、すべてはブラフマンであり仕事の結果もすべてブラフマンに捧げる、という態度で仕事を行うなら、それはカルマ・ヨーガです。

カルマ・ヨーガとは、神とつながった状態ですべてを行う、ということです。

そうなれば世俗的、霊的と区別する必要はなく、すべては霊的な行為です。

世俗的、霊的と区別してしまうために、混乱や矛盾が生じます。

朝の自分は霊的、オフイスでは世俗的、東京に出かけると世俗的、帰宅するとまた霊的になる、と考えると矛盾が生じます。

どこにでも神はいて、どんな仕事も神の仕事だと考え、神(ブラフマン)とつながった状態ですべてを行うなら、すべては霊的な行為となります。
すべての仕事はヤッギャーである、というのがバガヴァッド・ギーターの考え方です。
ここで問題となるのは、国や民族によっていろいろな伝統があることです。

そもそも伝統が伝統として残っているのは、それが有意義な目的を持っていたからなのですが、時が経つと人々は当初の目的を忘れ、慣習的に伝統に従うようになりました。

その目的も知らずに形式的に伝統に従っているだけでは、何の結果も得られません。

一例を挙げると葬式があります。

一般の人は葬式の目的を理解していませんが、その状態では式に参列する積極的な意欲は湧きませんし、結果も得られません。

もともと伝統は深く高度な意味を持っていました。

たとえば食事の時の「いただきます」、「ごちそうさま」も皆さんはあまり深くその言葉の意味を考えずに口に出しています。

「いただきます」という言葉も、どこから頂くのかを考えれば当然神様からです。

しかし多くの人はそのことを意識せずに、口先で「いただきます」と言います。
葬式も同じで、伝統だから葬儀に参列しそこでの作法も人の真似をします。

なぜ葬式が必要か説明もされず、自分でも理解していません。
敬意をもって葬式を行わなければ、供物が死者のもとに届かないかもしれません。

自発的な意志からではなく、「葬式はしきたり(伝統)なので、それを行わないと親戚から非難を受けるかも知れない」という義務感が葬式を行う理由で、死者への尊敬、信仰もなく、目的もわからなければ、葬式の意味もありません。
伝統の意味を理解して尊敬と信仰を持ってそれに従う時、間違いなく結果が現れます。

狭い意味での儀式(ヤッギャー)そのものだけでなく、
心構え次第ですべての日常的行為が儀式となり得る
というのがバガヴァッド・ギーターの助言です。
そうしなければ世俗的になり、束縛された状態になります。

バガヴァッド・ギーターで記述されている12種類のヤッギャーについて説明していきます。
第4章25節を見てください。

世の中には、天神地祇を喜ばすために供養する修行者(ヨーギー)もいれば、ブラフマンの火の中に己を捧げて供養する修行者もいる。

この節では2つのヤッギャーについて説明されています。
ひとつはダイヴァム・ヤッギャー(Daivam Yajna)であり、前にも説明した神々(インドラ、ヴァルナ、ミットラ、アグニ etc.)を喜ばせるヤッギャーです。
もうひとつはブラフマンの火に自分の魂を捧げるヤッギャーであり、このヤッギャーからもたらされる結果は悟りです。

通常のヤッギャーでは物を供えますが、物質ではない自分の魂(純粋な意識)も供物のシンボルとなります。

これはギャーナ・ヨーガのヤッギャーであり、その意味するところはブラフマンと自分の魂はひとつである、ということです。

次は26節です。

また聴覚その他の感覚を自己抑制の火の中に投じて供物とする人もいれば、音やその他の感覚対象を供犠の火壇に供える人もいる。

ここでも2種類のヤッギャーが説明されています。
ひとつはサンヤマーグニシュ(samyama’agnishu)という部分であり、この意味は「感覚と心の抑制」のことであり、火はその象徴です。

訳文では　感覚を自己抑制の火の中に投じ　となっていますが、感覚の対象から感覚を引き戻して火(抑制のシンボル)に捧げるという意味です。

サンヤマにはもうひとつの意味があり、それは3つの段階から成り立っています。

　
サンヤマ(Samyama)
1 ダーラナー(Dharana)
2 ディヤーナ(Dhyana)
3 サマーディ(Samadhi)
このサンヤマの2つ目の意味を説明する前に、まずパタンジャリの「ヨーガ・スートラ」についてお話ししますが、この本の名前を聞いたことのある人はいますか?

「ヨーガ・スートラ」には心の5つの状態について記述されていますが、その状態とは何でしょうか?
パタンジャリは西洋の心理学者達よりはるかに深い洞察力を持った、偉大な心理学者でした。

彼が言う心の5つの状態を以下に挙げます。
1) クシプタ(Kshipta)
全く心が落ち着かず、集中することができない状態。

猿がせわしなくあちこち動き回るように、心が1秒も同じ場所に留まっていない状態のことです。

我々の心も落ち着いている時間があったとしても、渋谷などの繁華街に出かけると、いたるところにある広告に目を奪われて、たちまち落ち着かなくなります。

その時の皆さんの心の状態はクシプタです。内省してみればわかります。
2)  ムーダ(Mudha)
いつも眠ったままのような怠惰な状態です。

動きたくなくてじっとしていても瞑想しているわけではなく、瞑想することはできません。
心も体も眠っているとても鈍感な状態です。

これは自分とは無縁の状態だと考えないでください。

皆さんも時々ムーダの状態になっていることがあるのです。

3) ヴィクシプタ(Vikshipta)
時々集中したり、心が静まったりすることがある状態です。

クシプタは一瞬も心が落ち着きませんが、ヴィクシプタは心が落ち着くことがあり、その時は瞑想が可能です。

前の2つ、クシプタ、ムーダの状態では瞑想することはできません。

ただヴィクシプタの落ち着いた状態は短時間で消えてしまうので、長く瞑想することはできません。
サンヤマの第1段階のダーラナー(集中)はこの状態に相当します。

4) エカーグラ(Ekagra)
集中して長く瞑想できる状態です。
この時の瞑想の対象は世俗的ではなく、霊的なものです。

この状態ではサンヤマの第2段階のディヤーナ(瞑想)が可能です。

5) ニルッダ(Niruddha)
この状態ではサンヤマの第3段階のサマーディ(合一)が可能です。

以上簡単に「ヨーガ・スートラ」に記述されている心の5つの状態について解説しましたが、サンヤマの説明に戻ります。

サンヤマの第2段階のディヤーナは瞑想という意味ですが、このディヤーナはさらに3つの部分から成立していてそれは、

瞑想者

瞑想

瞑想の対象

です。
そしてサンヤマの最終段階のサマーディには2つの種類がありそれは、
サンプラギャータ・サマーディ(Samprajnata Samadhi)

アサンプラギャータ・サマーディ(Asamprajnata Samadhi)

です。

皆さんの中で瞑想の経験のある方ならお分かりでしょうが、瞑想とは形ばかりで実際には眠ってしまっている場合はともかく、ちゃんと瞑想しているなら、
　　　私は今●●を対象として瞑想している

というふうに、瞑想者である自分、瞑想という行為、瞑想の対象、がはっきり意識されているはずです。

そして瞑想がより深まると瞑想しているという意識はなくなり、私(瞑想者)と瞑想の対象だけになります。
ここでサンヤマの第1段階のダーラナーについて説明します。

普通の人が「私は瞑想している」と言う時、それは実際にはディヤーナ(瞑想)のレベルには達しておらず、ひとつ前の段階のダーラナーであることが多いのです。

ダーラナーは心を集中させるということです。
普通の瞑想ではある時は対象に集中していても、別の時には心は他のことを考えてしまいます。

一般の人の瞑想はダーラナーとそうでない状態が交互に繰り返されています。
ダーラナー(集中)が短時間ではなく長く続くようになった時がディヤーナ(瞑想)の始まりです
そしてディヤーナが深まっていくと、3要素である瞑想者、瞑想、瞑想の対象のうち瞑想しているという意識が脱落し、私と瞑想の対象の2つだけになり、瞑想がさらに進むとこの両者は近づきその距離は縮まっていきます。

もっと瞑想が進むとすべてがなくなってゆき、宇宙、自分を取り囲む環境、自分の肉体もなくなりますが、からだ意識はなくなっても私意識はまだ残っています。
ここで残った私意識はとても精妙な意識です。
自我と瞑想の対象だけが存在するこの精妙な状態がサマーディの一形態ですが、両者はとても接近してはいても、私と瞑想の対象との間にまだ少しだけ区別があります。

この状態がサンプラギャータ・サマーディです。
サマーディのもうひとつの状態アサンプラギャータ・サマーディでは、瞑想者、瞑想、瞑想の対象はひとつになり、違いはなくなります。
これがサマーディの最も高いレベルです。

シュリ・ラーマクリシュナがとても面白いたとえを挙げています。

ケロシンを燃料としたハリケーンランタンがあります。

東北大震災の後電力制限があり、逗子の協会でも信者の持ってきたハリケーンランタンを使っていたことがあります。

ハリケーンランタンに火を灯すと、外のガラス越しに中で燃えている炎を見ることができます。

ランタンに近づけば炎はより鮮明に見えますが、間にガラスがあるため直接炎に触れることはできません。
これがサンプラギャータ・サマーディの例であり、瞑想者(ランタンを見る人)はどんなに近づいても瞑想の対象(ランタンの炎)とひとつになることはできません。
アサンプラギャータ・サマーディはガラスがなく、あなたと炎がひとつになった状態です。
この場合の炎とはただの炎ではなく、純粋意識の炎であり物質的な光ではありません。

この炎に触れても火傷はしないので恐れる必要はありません。心の中の花が咲くのです。

すべての束縛が消え、解脱が得られ、至福の状態ですべての疑問がなくなります。

このアサンプラギャータ・サマーディは、ニルヴィージャ・サマーディ(Nirvija Samadhi)、或いはニルヴィカルパ・サマーディ(Nirvikalpa Samadhi)とも呼ばれます。
もうひとつのサンプラギャータ・サマーディのほうは、サヴィージャ・サマーディ(Savija Samadhi)、或いはサヴィカルパ・サマーディ(Savikalpa Samadhi)とも呼ばれます。

アサンプラギャータ・サマーディ
ニルヴィージャ・サマーディ
ニルヴィカルパ・サマーディ
サンプラギャータ・サマーディ
サヴィージャ・サマーディ
サヴィカルパ・サマーディ
サマーディには2種類ありそれぞれに3通りの呼び方があり、3つとも同じことを意味します。
ヴェーダーンタではニルヴィカルパ・サマーディ／サヴィカルパ・サマーディという言い方をします。
ヨーガのほうでは、アサンプラギャータ・サマーディ／サンプラギャータ・サマーディ、またはニルヴィージャ・サマーディ／サヴィージャ・サマーディという表現を使います。

シュリ・ラーマクリシュナの師であるトータプリはヴェーダーンタの修行者でニルヴィカルパ・サマーディを経験していますが、シュリ・ラーマクリシュナはサヴィカルパ・サマーディ、ニルヴィカルパ・サマーディ、どちらの状態のサマーディも経験しています。

パタンジャリの「ヨーガ・スートラ」ではアサンプラギャータ・サマーディ／サンプラギャータ・サマーディ、或いはニルヴィージャ・サマーディ／サヴィージャ・サマーディという言葉が使われています。
「ヨーガ・スートラ」に記述されている心の5つの状態のうち、サマーディはニルッダの状態で可能です。

先ほどの26節に戻りますが、抑制のシンボルである火にすべての感覚を捧げる、というのがひとつの解釈ですが、マドゥスダン・サラスワティの注釈によればより深い意味は、
ダーラナー(集中)、ディヤーナ(瞑想)、サマーディ(合一)の3つを合わせたサンヤマの火に自分の感覚の全てを捧げる
ということです。
26節で説明されているもうひとつの種類のヤッギャーは、感覚のシンボルである火に感覚の対象を捧げる、というヤッギャーです。

耳という感覚の対象は音、眼という感覚の対象は形ですが、音を耳に、形を眼に、というように、感覚の対象を感覚の火に供えます。
次は27節です。

また五つの感覚器官の働きや、呼吸による生命力までも、真智によって灯された自我抑制に火の中に、供物として火の中に投げ入れる人もいる。

ダーラナー ⇒ ディヤーナ ⇒ サマーディと進んで、そのサマーディの状態ですべての認識の働き(Jnana-Indriya)、すべての行動の働き(Karma-Indriya)、のみならず生命エネルギー(プラーナ)も抑制の火に捧げます。(註参照)
これはギャーナ・ヨーガの最高の状態です。
この節はヤッギャーについてとても抽象的かつ象徴的な表現を用いていますが、それには理由があります。求道者にはいろいろなタイプがあり、どのようなイメージを持ってヤッギャーを行うのが当人にとって実践として容易なのか、人それぞれで違います。

これがバガヴァッド・ギーターがヤッギャーについて、多種多様で象徴的な表現を使って記述している理由です。

皆さんにとって理解するのは難しいかもしれませんが、私としてはなるべく分かりやすいように説明しています。
では28節を見てください。
さらには財産や苦行やヨーガの行を供物として捧げる人もいれば、自己を規制したり、厳しい誓いを立てたり、ヴェーダ聖典の学習の成果を供養したりする人もいる。

この節はそれほど難解ではありません。
ここでは4種類のヤッギャーについて説明されています。

ドラッヴィヤ・ヤッギャー(Dravya-Yajna)

タポー・ヤッギャー(Tapo-Yajna)

ヨーガ・ヤッギャー(Yoga-Yajna)

スヴァーッデャーヤ・ギャーナ・ヤッギャー(Svadhyaya-Jnana-Yajna)
ドラッヴィヤ・ヤッギャーは、自分が所有する物を供物として捧げます。
物とは一般的にはお金や衣服ですが、特殊な形のドラッヴィヤ・ヤッギャーとして
・イシュタ(Ishta)

・アプルタ(Apurta)
があります。
イシュタは困った人に服を与えたり食事を提供したりして助ける、暴力を行わない、などの行為です。
アプルタは善行のことですがその一例として、巡礼者が楽に巡礼できるように道を造り、果物を食べられるよう樹木を植え、井戸を掘り、沐浴のための池を造り、無料または非常に安価な食事を提供し、休憩所を造る、などの行為があります。
イシュタ、アプルタともに自分のものを他人に与えるという行為で、ドラッヴィヤ・ヤッギャーです。
タポー・ヤッギャーは苦行のことであり、その一例として食事の抑制について説明します。

15日を１サイクルとして、満月の第１日目には通常の量の食事を摂りますが、次の日は1/15減らし、3日目はまた1/15減らします。
そして15日経った新月の日には完全に断食して、その次の日からはまた1/15ずつ増やしていく、という月の満ち欠けに従って食事量を制限する苦行です。
この苦行はチャンドラヤーナ・タパス(Chandrayana Tapas)と呼ばれます。

チャンドラは月、タパスは苦行の意味です。
補註）五つの感覚器官の働き　とは
ここで言う感覚器官とは外の世界から情報を受け取る(インプット)ための知覚器官と、外の世界に働きかける(アウトプット)ための行動器官のことであり、それぞれが5つづつあります。
知覚器官(ギャーナ・インドリヤ: Jnana-Indriya)

視覚・聴覚・嗅覚・触覚・味覚
行動器官(カルマ・インドリヤ: Karma-Indriya)

手／授受器官・足／移動器官・生殖器・排泄器官・発語器官
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